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１．はじめに 

発達に障害の疑いがある児童の数は年々増加している

中，米国の精神医学会（APA）は DSM-5 を発刊し自閉症

スペクトラムの範囲を広げるなど，発達障害児の診断基

準や支援方法などについての対応にも変化が見られる[1]．

このような自閉症などの発達障害児に対する自立や機能

回復のための種々の評価や訓練が行われているが，個々

の特性を把握するのは容易ではない．また，複雑な操作

や課題をこなすことは難しく，近年，特別支援教育の現

場では，タブレット端末の活用が進んでおり[2]，簡単に

評価や訓練が行えるものが求められている． 

そこで，これまで開発してきたボタン押し課題のシス

テムを元にして，タップ課題のシステムを作成した．本

研究で用いるタップ課題とは，ディスプレイ上を移動す

るターゲットが指定枠に入ったらタップ（画面を指で軽

く叩き）して停止させるというものである．この課題で

は，ターゲットの動きを予測する機能およびタップすべ

き位置・タイミングを推測する機能を測定・解析するこ

とができる[3]． 

本研究では，発達障害児に対して，タップ課題の検査

を実施し，反応特性について解析を行うとともに，健常

児データとの比較を行った． 

２．実 験 

2.1 実験システム 

検査用の実験システムは，市販のタブレット型コンピ

ュータおよび測定ソフトウェアで構成される． 

2.2 課題 

対象者には，ディスプレイ上を移動するターゲットが

指定の枠内にぴったりと収まるようにタップして停止さ

せる動作を行わせる． 

ターゲットは１つずつ出現し，直線上を一定の速度で

移動する． 

測定におけるパラメータは，ターゲットの移動速度

（３段階），ターゲットの移動の向き（４方向），指定

枠の表示位置（３箇所）である． 

課題には，ターゲットが移動の途中で見えなくなる消

滅課題，タップしてからターゲットが止まるまでに一定

の時間（遅れ）がある遅延課題，消滅も遅延も伴わない

通常課題の３種類がある． 

2.3 被験者 

４歳から 18 歳までの境界児を含む発達障害児 19 名（男

性 15 名，女性４名）と４歳から 11 歳までの健常児６名

（男性４名，女性２名）を被験者とした．具体的には次

のとおりである． 

療育手帳Ａ 

被験者１，自閉症，小，９歳５ヶ月，男 

被験者２，自閉症(重度知的)，小，10 歳 10 ヶ月，男 

被験者３，自閉症(知的)，高，15 歳９ヶ月，男 

被験者４，自閉症，高，15 歳 11 ヶ月，男 

療育手帳Ｂ１ 

被験者５，自閉症，小，12 歳４ヶ月，男 

療育手帳Ｂ２ 

被験者６，自閉症ｽﾍﾟｸﾄﾗﾑ，保，６歳２ヶ月，男 

被験者７，広汎性発達障害，小，６歳８ヶ月，男 

被験者８，広汎性発達障害，小，９歳１ヶ月，男 

被験者９，知的障害(自閉症)，小，11 歳０ヶ月，男 

被験者 10，アスペルガー，中，12 歳８ヶ月，男 

被験者 11，知的障害(自閉症)，高，18 歳２ヶ月，女 

療育手帳なし 

被験者 12，広汎性発達障害，小，６歳８ヶ月，男 

被験者 13，自閉症，小，９歳２ヶ月，男 

被験者 14，ＡＤＨＤ，中，10 歳７ヶ月，男 

被験者 15，境界児，保，４歳２ヶ月，女 

被験者 16，境界児，小，７歳７ヶ月，女 

被験者 17，境界児，小，８歳 11 ヶ月，男 

被験者 18，境界児，小，11 歳２ヶ月，女 

被験者 19，境界児，小，12 歳３ヶ月，男 

被験者 20，健常児，保，４歳 10 ヶ月，女 

被験者 21，健常児，幼，６歳３ヶ月，男 

被験者 22，健常児，小，６歳６ヶ月，男 

被験者 23，健常児，小，７歳３ヶ月，男 

被験者 24，健常児，小，７歳６ヶ月，男 

被験者 25，健常児，小，11 歳４ヶ月，女 

2.4 実験手順 

通常課題での練習を行いながら課題に対する理解を促

し，測定が可能であるかを確認した．次に，被験者の単

純反応時間を測定する．以上の準備ができたら，測定条

件に従って測定を行う． 

2.5 実験条件 

測定では，36 試行を１セットとした．これにより，タ

ーゲットの３つの移動速度，４つの移動の向き，指定枠

の３つの表示位置のすべての組み合わせで試行が行える．

また，被験者の集中力を考慮し，１セットを３つのブロ

ック（12 試行）に分けることにした． 

2.6 解析方法 

誤差値は，指定枠の中心点を基準（0[pixel]）とし，符
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図１ 単純反応時間と符号付誤差値 
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図２ タップ方略ごとの測定値 

号付き誤差値として記録される．また，符号付き誤差値

から絶対誤差値を算出した（以下，絶対誤差値を単に誤

差値と記す）． 

３．結果と考察 

図１は，被験者ごとの測定値（単純反応時間と課題ご

との符号付き誤差値）を示している． 

まず，発達障害児と健常児の全員は，単純反応時間測

定および通常課題の実施ができた．発達障害児は，４名

（被験者１，２，４，15）が消滅課題および遅延課題の

実施ができなかった．一方，６歳の健常児１名は，遅延

課題が理解できなかったため実施できなかった．特に，

療育手帳区分 A の発達障害児は，集中して課題に取り組

むこと，消滅や遅延を伴う課題の内容を理解することは

難しいと考えられる． 

しかしながら，多くの発達障害児が，消滅課題の意味

を理解し，また，課題が遂行できたことから，ターゲッ

トの動きを予測する能力[3]は発達障害児もある程度有し

ていると考えられる．一方，遅延課題の意味が理解でき

ない，もしくは，遅延についての対処がうまくできない

被験者が発達障害児と健常児とともに多いことから，遅

延時間を適切に考慮すること[3]はより困難な課題である

といえる． 

次に，ターゲットを枠の手前で停止させている傾向が

ある者と枠を越えて停止させている傾向がある者に分か

れていた．また，ブロック間での誤差値の変化が，健常

児に比べて大きく違うことから，発達障害児特有のこだ

わりや集中力のむらがあることも示された． 

また，ブロックでの誤差値をみると，健常児の６名は，

誤差値が小さくなっていく傾向にある．一方，発達障害

児では，誤差値が小さくなっていく傾向にある者と誤差

値が大きくなっていく傾向にある者に分かれていること

が分かった． 

以上については，ボタン押し課題の場合の結果[4]とほ

ぼ同様であった． 

タップ動作を観察したところ，タップする動作のパタ

ーンは，ターゲットの動きに指を追従させようとする傾

向があるもの（タイプ A），指定枠上で待ち構える傾向が

あるもの（タイプ B），ターゲットと指定枠に関わらず一

定の場所をタップする傾向があるもの（タイプ C），いろ

いろな方法を試すもの（タイプ D）に大別できることが分

かった． 

図２は，タップの方略ごとの測定値（誤差値とタップ

した位置の間隔）を示している． 

タイプ A，タイプ B，タイプ C の順に誤差値が小さくな

っていた．また，タイプ D は，他のタイプに比べ測定値

が大きくなっていることが分かる． 

発達障害児については，誤差値とタップの間隔値には

相関が認められ（r = 0.606, p < 0.01），それらは，方略が

影響するものであった．さらに，右手，左手およびタッ

プする指を変える特徴もあることが分かった． 

以上のように，測定結果は，発達障害児の同年代の健

常児と比較しての発達の違いを示すとともに，個々の障

害児の特徴を示していると考えられる． 

なお，実験自体の実施が可能であった発達障害児は，

スケジュール提示などの視覚的コミュニケーションを日

常的に実践している者であった． 

４．まとめ 

以上のことより，タブレット端末を用いたこの課題が

発達障害児の評価にも有効であることが示唆された．そ

れは単に，測定が可能であるかということや，健常児よ

りも結果が劣るとかいうことだけでなく，発達障害児の

個々の特徴というものを示すことができるというもので

あった．また，課題の実施の可否に関わらず，タップの

方略や課題への取り組み状況の観察からも個々の特徴を

見出すことができるものであった． 

今後は支援学校や支援施設などの現場において検査・

評価に利用できる実用的なシステムを目指し，さらに実

験・検査を行い，解析を進めていく必要があると考えて

いる． 
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